
本章では，パソコンにマイクロコントローラを接続して外部制御を行う事例としてPICを接続します．

8.1 PICの概要

PICの人気が出てからほぼ10年になります．マイクロコントローラとして割り切ったアーキテクチャ

は斬新な印象を受けました．すでに多くの解説記事や入門書が出ていますが，要点を押さえておさらいし

ましょう．

● PICのアーキテクチャ
PICはマイクロチップ社が提供する，1チップ・マイクロプロセッサです．図8.1に示すようにプログラ

ムの命令長によって12ビット長のPIC12xxという型番をもつベース・ライン・シリーズ，14ビット長の

PIC16xxという型番をもつミッド・レンジ・シリーズ，16ビット長のPIC17/18xxという型番をもつハイ

エンド・シリーズがあります．その中でもよく使われるのが14ビット長のPIC16シリーズでしょう．有名
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周辺用として開発されたPICを活用する
性
能
�

8ピン� 14ピン� 18ピン� 28ピン� 40ピン� ピン数�

PIC12�
命令12ビット・�
ベースライン・�
シリーズ�

PIC16  命令14ビット・�
ミッド・レンジ・シリーズ�

PIC17/18  命令16ビット・�
ハイエンド・シリーズ�

PIC16F88

PIC16F819

PIC16F628A
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PIC16F877A

図8.1 PICのファミリ
命令長の異なる三つのシリーズが展開されている．
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図8.2（11） PIC16F88のピン配置
PIC16F84Aなどと比べると機能が増えた分，ピンの用途
が多重化されている．
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図8.3（11） PIC16F88のブロック図
すべての14ビット命令シリーズのチップ
のCPUコア（図中下部の周辺機構以外の
部分）はメモリ・サイズなどが異なるが構
造などは共通．



なPIC16F84AもこのPIC16シリーズです．

PIC16シリーズのなかでよく使われているチップは，PIC16F84Aやその改良型を含む18ピンのグルー

プとPIC16F87xと呼ばれるさらにI/O機能を充実させたグループです．本章では，それぞれのグループ

からPIC16F88とPIC16F873Aを使用した例を紹介します．

PIC16F88のピン配置を図8.2に，内部ブロック図を図8.3に示します．ほかのPIC16シリーズでも図

8.3の下部の周辺機構が変わるだけで，レジスタ・ファイルやプログラム・メモリ，ALU（Arithmetic

and Logical Unit）などの基本的な組み合わせは変化しません．ですから，一度作成したプログラムはわず

かな変更でI/O規模の異なるチップへの移行を可能にしています．

PIC16シリーズは，データとプログラムが独立しているハーバード・アーキテクチャで高速に命令の実

行が行われます．命令の実行サイクルは，図8.4に示すように8クロックで1命令が処理されますが，パ

イプライン処理が行われるので，実質は4クロックで1命令が進むことになります．また，データはリニ

アなアドレスをもつメモリではなくレジスタ・ファイルと呼ばれるレジスタのアレイのような構造に分割

されて蓄えられます．ですから，「1000個のデータ配列をリニアなメモリ空間に確保する」などという要

求は，PICにとっては無理難題となります．

● PICのソフトウェア
PIC16シリーズの命令は，表8.1に示す35命令ですべてです．これらの命令はすべて14ビットのコー

ドで1ワードに収まり，いわゆる固定語長となります．アドレッシング・モードもシンプルですが，ビッ

ト操作命令なども用意されていて，まさにコントローラ用のRISCチップという感じです．

ただし，条件ジャンプやレジスタを使ったプログラム・メモリの参照などはないので，古典的なZ80や
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図8.4（11） PIC16のクロックと命令サイクル
2段パイプライン処理を行っていて，4クロックで1命令が処理されることになる．
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注1：I/Oレジスタがその同じI/Oレジスタに対して再書�
　　  き込みする場合（MOVF PORTB,1など），ピン�
　　  の入力レベルが使用される．たとえば，入力ピンの�
　　  データ・ラッチが‘1’，そのピンが外部デバイスに�
　　  よりLowレベルとなっているとき，データ・ラッ�
　　  チは‘0’がライトされる．�
注2：この命令をTMR0レジスタに対して実行すると（かつ，�
　　  結果格納先dの指定が可能なときにはd＝1が指定さ�
　　  れていると），TMR0モジュールに割り当てられてい�
　　  るプリスケーラがクリアされる（プリスケーラが�
　　  TMR0に割り当てられているときのみ）．�
注3：プログラム・カウンタ（PC）を変更したり，条件付き�
　　  テストの結果が真になると，命令実行は2サイクル�
　　  かかる．2番目のサイクルの NOPとして実行される．�
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Wと fの論理積をとり，fまたはWに格納する�

fを 0にする�

Wを0にする�

fの 1の補数をとり，fまたはWに格納する�

fを 1減らし，fまたはWに格納する�

fを 1減らし，0のとき次の命令をスキップ�

fに 1を足し，fまたはWに格納する�

fに 1を足し，0のとき次の命令をスキップ�

Wと fの論理和をとり，fまたはWに格納する�
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表8.1（11） PIC16シリーズの命令一覧


